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琉球大学教育学部教育実践総合センター紀要第10号2003年３月

曰越比較言語教育研究(1)

ベトナム入門期「国語」教科書の考察

梶村光郎．村上呂里。Ｄ６ｎｇＴｈｉＴｈｕＨａ.＊那須泉…

Acomparativestudyoflinguisuticeducation

betweenJapanandVietnam

-about“nationallanguage”textsforfirstgrader-

ＫＡＪＩＭＵＲＡＭｉｔｓｕｒｏｕＭＵＲＡＫＡＭＩＲｏｒｉ

Ｄ６nｇＴｈｉＴｈｕＨａＮＡＳＵＩｚｕｍｉ

はじめに ベトナムは「国語」概念を持つ数少ない国の一

つであるが、帝国のものとして形成された日本

の「国語の思想」（イ・ヨンスク）とは異なる

｢国語の思想」の形成がそこには見られるといっ

てよいだろう。ベトナム民主共和国および南北

統一後のベトナム社会主義共和国における言語

教育の最大の課題は、独立国家建設と結びつい

たこのベトナム語＝クォックグーの普及すなわ

ち識字教育であった。

一方で、多数民族キン族の他に53の少数民族

からなる多民族国家であるベトナム民主共和国

およびベトナム社会主義共和国は、一貫して少

数民族固有の言語尊重の理念を憲法で掲げてき

ている。学校教育においては、ベトナム語の普

及と少数民族の言語の尊重の双方を位置づけ、

少数民族居住地域では原則としてバイリンガル

教育を実践してきた。「国語の思想」とこうし

た少数民族への言語政策とはどのように関わり

合うのかなど興味深い。

ベトナムの言語教育をふりかえることIこよっ

ベトナムの歴史をふりかえるとき、それは被

侵略・被植民地化と抵抗の歴史であったといっ

てよいだろう。紀元前２世紀から938年独立を

勝ち取るまで千年以上に及ぶ中国支配を受け、

また近代においては、フランスによって1862年

南部三省を、1867年には南部全域を、1884年ま

でには中・北部も植民地化され、現代において

は1975年ベトナム戦争が終結するまで激しくア

メリカによる侵略と戦わねばならなかった。ベ

トナムの言語文化は、そうした歴史の渦のなか

で独自の発展を遂げてきた。すなわち前近代に

は中国文化の強い影響と葛藤のもとに「漢越語」

を育み、近現代にはフランス語の強制と浸透と

の拮抗関係のもとにベトナム語をローマ字表記

した「クォックグーQu6cNgClⅢ（国語)」を

育んできた。クォックグーは、最初フランスの

政策意図によって利用されたが、その後ベトナ

ム独立の礎としてとらえ返され、普及された。

､琉球大学教育学部・・2001年度琉球大学敬育学部研究生、現ドンアイン沖閲文化経済交流センター日本鰻学校日本語鰯師
.･･琉球大学非常勤鋼師
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リキュラムで日本の「国語」に相当する科目

は「ベトナム語」となっているために、「国

語」とカギ括弧づけで表した。また「ベトナ

ム語教科書」を「国語教科書」と表すること

は、日本の「国語の思想」に基づいていると

もとらえられる。そのことへの意識化の意も

含め、「『国語』教科書」としている。

て、単一民族国家幻想に支えられた「国語の思

想」のもと戦前から戦後へと営々と行われてき

た日本の国語教育を照らし返すことができるの

ではないだろうか。またこれからの多言語・多

文化共生社会における言語教育のあり方を展望

するうえで、さまざまな示唆が得られるのでは

ないだろうか。

このような問題関心の出発点は、国語教室の

梶村・村上が、ベトナムからの留学生Ｄ６ｎｇ

ＴｈｊＴｈｕＨａを研究生として受け入れ、共

にベトナムの言語文化と教育の歴史について学

び始めたことにある。本稿はＤ６ｎｇＴｈｊＴｈｕ

Ｈａの研究生論文「入門期国語教科書の日越比

較研究」をもとに、梶村・村上およびベトナム

語を専門とする立場から那須が加筆したもので

あり、日越比較言語教育研究の端緒に位腫づく

ものである。第１章はベトナムの入門期「国語」

(注(2)参照、ベトナム語）教科書を考察するう

えで基本となるベトナムの言語文化の特色を描

きだしたものである（那須担当)。第２章は、

この教科書の歴史的文化的背景をとらえるため

に、ベトナムの言語文化と教育の歴史を概観し、

課題を見出したものである（村上・Ｄ６ｎｇ

ＴｈｌＴｈｕＨａ担当)。第３章は、ベトナムの

入門期（小学１年生）「国語」教科轡を紹介し

ている（村上・Ｄ６ｎｇＴｈｉＴｈｕＨｈ担当)。
第４章は、ベトナム社会におけるベトナム語の

位圃を確認し、併せて日本の入門期国語教科書

との比較を通してベトナムの入門期「国語」教

科書の特徴（言語観、言語教育観、教科書観）

を明らかにしようとするものである嶋村担当)。

いずれもベトナム語訳についてはＤ６ｎｇＴｈｊ
ＴｈｕＨａと那須が行い、最終的に那須が監修

している。

第１章ベトナムの言語文化の特色

本章では、ベトナム入門期「国語」教科書の

考察に先立ち、ベトナムの言語文化の特色につ

いて、基本的なことをまとめておく。

小分布

ベトナム語はベトナム社会主義共和国の共通

語である。だから当該国の人口7800万人の言語

である。母国語使用人口としては、ＡＳＥＡＮ加

盟10カ国の中でインドネシアに次いで多いこと

になる。国外に目を転じれば、1975年南北ベト

ナムが統一された後、難民として国を離れアメ

リカ・カナダ・オーストラリア・日本など第３

国へ定住したベトナム人は約250万人に上る。

とかくベトナム語は少数言語の範鴎に入れられ

がちだが、国内外のベトナム語話者数は世界十

指に入ると言われている。

２．系統

ベトナム語はオーストロアジア（南アジア）

語族の「ヴェト・ムオン語派」に属する。国境

を接するカンボジアの言語であるカンボジア語

等モン・クメール諸語から派生したと見られて

いる（以下の例参照)。

カンボジア語ベトナム語

「三」ｂｅｙｂａ

「地面」ｄｅｙ ｄＡｔ

「子供」ｋｏｎｋｏｎ

〈注〉

(1)野地潤家「国語教育のおける思考力一国語

教育の遺産一」『教育学全集５言語と思考』

小学館、1968年初出、『野地潤家著作選集⑤

国語教育史の探究』明治図書、1998年所収

(2)ベトナム国民が母国語を学ぶ教科書の意で

「国語」教科書としたが、ベトナムの学校力

その一方でベトナム語にはタイ猪語と音韻対

応を示すものも若干存在する。タイ語はシナ・

チベット語族に普遍的に見られる「声調」言語

である。ベトナム語が属するオーストロアジア
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語族にはない音韻現象である「声調」がベトナ

ム語には備わっているのは、後代になってタイ

語等声鯛言語と接触した結果であると考えられ

ている。

となる。

４．借用外来贈

ベトナム語語錠の約６割は中国語（漢語）で

ある。通常これを「漢越」と称する。ベトナム

語の中にこれほど多くの中国語が外来語として

入ってきた理由は、漢代から五代（紀元前111

～紀元938）にかけての約1000年間をベトナム

は中国人に支配されてきたからである。日本語

の中にも漢語からの借用は多いが、ベトナム語

におけるそれには鼠的に到底及ばない。それは、

ベトナム語は中国語と同じ単音節・孤立語系の

言硲であるため中国語を取り込み易いからであ

る。

日本人がベトナム語を学習する際、この「漢

趣語は大変覚えやすく飛踊的にボキャブラリー

を増やすことができる。それを示すため以下幾

つかの「漢越語」を列挙する。

３．声調

ベトナム戦争を長年取材した元朝日新聞記者

の本多勝一はベトナム語を『鳥のさえずりのよ

うな世界で最も美しい響きを持つ言葉』と評し

た。ベトナム語は世界で最も音楽的な言語の一

つであるとよく引き合いに出されるが、それは

前述した「声調」という音声現象のためである。

声鯛とは、一つの音節を音の高低または曲折に

よって区別することである。その声調がベトナ

ム語には以下の６つある。

･中位の高さの平らな声調で、日本語の平常の

声の高さよりやや高い声調

.やや下降気味の低く平らな声綱

.低い中位の高さから休息に鋭く上昇し、最後

で声門がピタリと閉じる

．低い中位の高さからゆるやかに下降した後、

はね上がるように再び初めの高さ近くまで

上昇する声調

.低い中位の高さのところから声帯の激しい緊

張を伴なって上昇気味に始まり、中途でいっ

たん声門が完全に閉じた後、緊張が解けると

同時に急激に上昇する声調

･声鯛の激しい緊張を伴って押し殺したように

低く始まり急激に下降し声門は閉じたまま

終わり開放がない声調

イ）日本語と同じもの

Ｃｈｕｙ［注意］

Ｓａｎｈ６［珊瑚］

Ｎｇ９ｃｎｈｉｅｎ ［樗然］麓く

Nghiencdlu ［研究］

ロ）意味が同じでも漢字の位腿が逆のもの

Ｈｂａｂｉｈｈ［和平］平和

Ngo9ile［外例］例外

Kinhnguyet［経月］月経

VienchdIc． ［員職］職員

ハ）日本語と意味・ニュアンスが違うもの

ＢＡＣＳ丁［博士］医者

ＰｈＡｎｐｈｄｃ［反復］裏切る

ｋｈＡｎａｎｇ ［可能］能力

XuAtkhAu［出口］輸出

二）日本語にはないもの、或いは使用されなく

なっているもの

HAiphan［海分］領海

Ｎｇｈｅｓｒ［芸士］芸術家

Ｎ９ｎｎｈａｎ醗人］被害者

Truy6nhifih［伝形］テレビ

このような声鯛言語はシナ・チベット語族が

分布する東アジア。東南アジアに圧倒的に多い。

その中でも声調の種類の多さではベトナム語が

一番である。中国語の方言である広東語は11種

の声鯛を有していると言われている。しかしこ

の中には「入声」と呼ばれる閉鎖子音終わり

(-p，‐t，-k）も一つの独立した声調として数え

られており、これを除かなければならないから

７種、またこの内の１種は特殊声調であるから

結局は６種となりベトナム語とまったくの同数 以上見ていただければわかるように、ベトナ
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ムは日本・中国・朝鮮韓国と並んで「漢字文化

圏」の一国なのである。それがために興味深い

現象がある。日本は明治維新の折多くの西欧の

技術・思想を吸収したが、その際日本語にはな

い概念を漢字を用いて新たに翻訳をした。つま

りその時に日本生まれの漢語がたくさん生まれ

たわけだが、その漢語が中国に逆輸入されぺト

ナムにまで伝えられたものが数多くある。以下、

その例を挙げる。

Culture→Ｖａｎｈ６ａ［文化］

Labor→Ｌａｏｄ｡nｇ［労働］
Principle→NguyentAc［原則］

Communism→ＣｩｎｇｓＡｎ［共産］

また、なかにはベトナム人自身の手によって

創造された漢語も若干存在する。

ＬｊｃｈｓＶ, ［歴事］礼儀正しい

Ｑｕａｎｔｒ･ｎｇ［関重］重要な

Ｈ２Ｉｎｈｄｉｅｎ［倖面］誇らしい

る例が少なくない。

北部弁

苦瓜MU60pdAng

コップｃ“

靴下ＴＡｔ

傘Ｄ、

南部弁

Ｋｈ８ｑｕａ

Ｌｙ

Ｖ６’

０

６．詩と押韻

ベトナムは「詩と竹の国」と冠されて紹介さ

れることが多い。竹のようにしなやかで強く詩

を愛する人々の国、というペトナムの特徴を表

している。実際に竹林はどこにでも目につく。

竹材は大は家や舟、小はアクセサリーにいたる

まで何にでも利用されている。また、確かに誰

もが詩を好きだし、故ホーチミン主席も第一級

の詩人であった。即興の詩のかけあいを聞くこ

ともあるし、詩に託して愛を伝えるカップルも

多い。

ベトナムの詩が殊ほど注目されるのは、ベト

ナム語の声調と詩の形式と押韻が三位一体となっ

てまるで音楽のようにメロディアスに聞こえて

くるからである。ベトナム文学史上最高傑作と

いわれる『KｉｍＶｉｉｎＫｉ６ｕ（金雲麹)』もこの

体裁をとっている。

イ）形式

六八体と双七六八体の２つの形式がある。六

八体とは、六言の句と八言の句が腰韻（句の途

中に踏む韻）と脚韻（句末に同じ韻を踏む）を

踏みながら交互に交代していく形式である。六

言の句の最後の音と次の八言の句の６番目の音

が韻を踏み、その句の最後の音と次の六言の句

の最後の音が韻を踏むというように、複雑な韻

を踏みながらメロディーを紡ぎだしていくわけ

である（下図参照)。

５．方言

北部方言・中部方言・南部方言の３つに分け

られる。この３つの方言は、声調・音節頭子音・

単語によって区別される。

イ）声調

ハノイを中心とする北部弁は前述した６種類

の声調を厳密に区別する。その一方、フエを中

心とする中部弁とホーチミン市を中心とする南

部弁は、『低い中位の高さからゆるやかに下降

した後、はね上がるように再び初めの高さ近く

まで上昇する』声調と『低い中位の高さのとこ

ろから声帯の激しい緊張を伴なって上昇気味に

始まり、中途でいったん声門が完全に閉じた後、

緊張が解けると同時に急激に上昇する』声調が

区別されず一つの声調となってしまっている。

□）音節頭子音

北部弁は音節末子音の区別は厳密であるが音

節頭子音の区別は失われている。逆に中部弁と

南部弁は音節頭子音の区別をかなりの程度まで

守っているが、音節末子音の区別は厳密さを欠

いている。

ハ）単語

北部弁と南部弁では単語自体がまったく異な

。
◇
◆

○
○
○

●
●
。
。
◇
◇

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
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○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
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○
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○
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これに対し、双八六体は、六言の句と八言の

句の上に七言の句が２つ乗つかっているもので

ある。あとの方の七言の句の最後の音が次の六

言の句の最後の音と韻を踏み、次の八言の句の

６番目の音と韻を踏む。このようなパターンを

繰り返しながら詩を詠んでいくわけである（下

図参照)。

『言語学大辞典』三省堂、１９９２

皆川一夫『日常生活の中のベトナム語』国際語

学社、1997

『言語』1998年５月号

国際交流基金アジアセンター編『ベトナム文学

を味わう』、１９９８

富田健次『ヴェトナム語の世界』大学祷林、

２０００

○

ｏ
●
Ｃ

ｏ
ｏ
●
●

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

第２章．ベトナムの言語文化と教育の歴

史的背景

ベトナムの入門期国語教科書を考察するにあ

たり、本章ではベトナムの言語文化の歴史的背

景を簡単にふりかえっておきたい。

ベトナムの言語文化の歴史に関する先行研究

としては、まず1970年代の研究として、広木克

行の一連の研究「ベトナムにおける母国語教育

思想の展開」（1973)、「ベトナムにおける少数

民族の自治と文字の創造」（1973)、「ベトナム

における母国語の解放と教育」（1975）がある。

これらは、1945年「独立宣言」以降のベトナム

の母国語教育を国民教育思想との関わりからと

らえたものである。言語学の立場からベトナム

語の歴史に触れた研究としては、富田健次「ベ

トナムの言語」（1987）がある。1990年代には、

ベトナムの言語文化の発展とナショナリズムの

関係をとらえた研究が行われている。クォック

グーの発展とナショナリズムの展開との関わり

を描きだした今井昭夫「ベトナムの言語と文化一

クォックグーの発展とナショナリズム_｣(1997)、

学校カリキュラムにおける漢字／漢文の位置づ

けを視点として「ベトナム箔意識」とナショナ

リズムとの関わりを論じた岩月純一の一連の研

究「『ベトナム語意識』の形成と『漢字／漢文』

－『南風雑隣』に見る」（1995)、「『ベトナム語

意鋤における噸字／漢文』の位圃について」

(1999)、「ベトナムにおける『近代的』漢文教

育についての一考察」（2000）等がある。古田

元夫『ベトナム人共産主義者の民族政策史一革

命の中のエスニシテイー』（1991）は、ベトナ

ム人共産主蕊者の少数民族政策にふれる中で言

六八体の形式は「伝」と呼ばれ、小説的な物

語性を持った長編叙事詩を作るのに適している。

双八六体の方は「吟」と呼ばれ、煩悶、憂愁、

悲恨といった心情を詠う詩を作るのに適してい

る。なぜなら、六八体が６．８．６．８゜とい

う安定したトーンで進むのに対し、双六八体で

は七言の句が２行入ることによってリズムに乱

れが生じ、これが干々に乱れた心情を表すのに

適しているからである。

最後に参考までに全編3254行にわたる長編叙

事詩rKimViinKi6u（金璽掴)』の一節を掲

げる。

Nhavnoam6'tiecdOanvien
Hoasoing9ndu6ch6ngｃｈｅｎｂｄｃｌＡ

ＣＵｎｇｎｈａｕｇｉａｏｂＡｉｍＯｍh2

L5dMfil5d6idaxdng煙
ＤＯｎｇｐｈｂｎｇｄｉＵｄ４ｔｃｈ６ｎｍ６１

Ｐ、〆、〆、夕

BflngkhuAngduyenm6iing4mHgＵ
ｔｌｎｈｘｕｎ

く参考文献〉

『ベトナムへの旅』ジャパンプレスサービス、

１９７８

ＮｇｕｙｅｎＤｕ『TruyenKieu』Ｎｈａｘｕａｔ

ｂａｎｖａｎｈｏｃ、１９７９

藤井友子『漢字音日中朝ベトナム共通語彙408』

朝日出版社、１９８６

大野徹編『東南アジア大陸の言語』大学書林、

１９８７
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語政策についても述べている。また伊藤正子

｢社会主義国家の少数民族語政策一ベトナムの

タイー・ヌン語の場合」（1999）は、「少数民族

自身が国家の少数民族政策をどのように受容し

たか」を明らかにしようと、タイー・ヌン族が

集住する地域でインタビュー鯛査を行っている。

本研究は端緒であり、これらに新たな知見を

加えることはできない。本章ではこれらに拠り

ながら、ベトナムの言語文化の歴史的背景を概

観し、課題を見出すにとどめたい。

以下、ベトナムの言語文化の歩みを辿る。

いわれている。しかしながら、チューノムは

｢筆角も多く極めて繁雑で、しかも、漢字、漢

文の素養がなければほとんど理解できない性質

のものであり、とうてい大衆の受け入れるとこ

ろはなり得」（富田（1987)）ず、衰退していっ

た。

２．「クオックグーＱｕ６ｃＮｇＣｍ国語)」と教育

「クォックグーQu6cNgU,（国語)」とは、

漢語の「国語」のベトナム読みであるが、ベト

ナム語をローマ字表記した文字のことを指して

いる。したがって日本における「国語」概念と

はやや異なるといえよう。

ベトナム語のローマ字表記化は、１７世紀中葉

にはキリスト教宣教師達によって布教のために

行われていた。１９世紀後半フランスの直轄植民

地となったベトナム南部（南垳コーチシナ）

では、1865年、クオックグーによる官報「嘉定

報（GiaDinhBdo)」が創刊され（サイゴン)、

植民地政策の宣伝媒体とされた。南折では1860

年代に科挙が廃止され、中国の文化的影響力の

排除がめざされた。植民地政策でクォックグー

の学習が奨励された理由としては、「漢字より

学びやすいのでフランス人行政官がそれを学ん

で、ベトナムの出版物をよりコントロールしや

すくするため、また、ベトナム人にローマ字表

記を教え込むことによってフランス語やさらに

はフランス文化を導入しやすくするため、など

の理由」（今井、1997）があげられている｡1864

年に、クォックグーの読み書きを教える小学校

の設立が布告されたが、クォックグーは未だ限

られた厨で使用されているにすぎなかった。

北垳（トンキン)、中垳（アンナン）では、

科挙は廃止されず、漢字は依然として公式の文

字であったが、1903年にはフランス語とクォッ

クグーの試験にも合格することが官僚に採用さ

れる条件とされ、次第にクォックグーは科挙に

おいても位圃づけられるようになった。1910年

代にはクォックグーは次第に浸透し、1910年代

末にはベトナム語の文字表記として揺るぎない

地位を占めるようになっていた。

1906年に行われた第一次教育改革では、伝統

１．前近代の歩み

千年以上に及ぶ中国支配の影響下、ベトナム

語の語彙の約６割は、漢語から移入されぺトナ

ム式に発音したものである。文字については、

公式的な文字・文章は独立以降も長く漢字・漢

文でありつづけた。1075年に始まり、1915年

(中部では1918年）に廃止された科挙では、主

に漢詩・漢文の力が測られた。漢詩・漢文学は

口承文芸やベトナム独自の文字「チューノム

(宇哺)」による文学に対し「高級な文学」とし

ての位圃を占め、「それを通して中国文化を積

極的に受容しようとする動きをもたらしたばか

りでなく、中国への対抗意識を表明する媒体と

もなった」（今井、1997）という。

「チューノム（字哺)」とは、ベトナム固有

の言葉を表すために、漢字を複合したり、加工

した文字のことである。「字哺」とは「話し言

葉の文字」を意味し、「チューニョー（字儒)」

(＝儒学者の文字）や「チューハン（字漢)」（＝

中国の文字）と区別された。たとえば「nam

[五]」は、「南五」と表され、「南」でベトナム

式発音を、「五」で意味を表し、複合されてい

る。１０世紀頃から体系化され、その後次第に広

まった。また「詩」といえばそれまで漢詩のこ

とであったが、チューノムで書かれた詩は「国

語（クォックグー）詩」または「国音（クォッ

クアム）詩」と呼ばれ、漢詩と区別された。１８

世紀から19世紀半ばに最もチューノム文学が栄

え、チューノムによる韻文物語「金雲遡」（グ

エン・ズー）はベトナム古典文学の最高傑作と
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的な漢文教育を行っていた既存の学校のほかに

｢仏越学校」という体系が設定され、「ベトナム

の近代公教育の淵源」となった。仏越学校では、

｢小学」ではフランス語の学習が大部分を占め、

ベトナム語（クォックグー）と漢字の学習時間

は少なかった。既存の学校でも、漢字・漢文教

育は後退し、クォックグーの学習に最も多くの

時間がさかれるようになった。

1917年の第二次教育改革の実施にともない、

科挙は完全に廃止され、漢文教育を行っていた

学校はすべて「私学」とみなされるようになり、

公教育は仏越学校に一本化された。この仏越学

校は、教育内容にも厳しい制限があり、全人的

な教養は最大限排除され、実学的な知識の教授

に限定され、教室での使用言膳は原則的にフラ

ンス語とされるなど、植民地差別に貫かれた教

育が行われた（岩月､2000)。クォックグーは

｢クオックヴァンＱｕ６ｃＶａｎ（国文）科」に

おいてしか用いられなかった。1924年には、

初等教育３年間はペトナム語（クォックグー）

で教えられるようになったが、２種類ある小学

校の内「兼備小学校」では、第４．５年次はフ

ランス語で全ての教科を学ばなければならない

ため、農村部の多くの子どもはついていくこと

ができなかったという。クォックグーはさらに

普及したが、当然のことながら植民地当局はクオッ

クグーよりフランス語を重視しており、クォッ

クグーは「フランス語を普及するための導入役」

として位置づけられた。

この時期、言語問題はベトナム知識人の大き

な関心事であり、植民地当局の宣伝機関誌とし

て創立され、「アンナンの国文とするためにクォッ

クグーの文を洗練することにとくに留意する」

ことを編集方針に掲げた『南風』誌上等で、初

等教育における言語教育をどうするかという問

題が論じられた。「国魂は言語・文学にはない」

としてフランス語を学ぶことによって開花・富

強を速やかに図るべきという意見に対し、クォッ

クグーで教えれば子どもは直接理解できるとし

て、クォヅクグーによる教育を主張する意見が

論じられ、当時の知識人の間ではクォックグー

の教育・普及を重要とする考えが大勢を占めて

いた。この時期にはまた、ベトナム語の統一の

問題が論じられ、南垳、中垳、北垳の三所の話

し言葉の共通化とクォックグーの表記の統一が

課題とされた（岩月､1995)。

1930年代には「クォックヴァン（国文)」教

育が次第に整備されていった。ベトナム語とフ

ランス語の教科書も整備されるようになり、小

学校のベトナム語教科書「国文教科書」は1930

年代に完成し、三所で統一的に使用されるよう

になった。今井（1997）に拠れば、「中学」レ

ベルでベトナム語をきちんと教えないことへの

不満の声が出るようになり、中垳人民代表院

(諮問的機能のみを有す中所における議会）は、

｢小学」と「中学」において「漢越科」を教え

るよう求め、1938年高等小学校の「越文」の内

容が規定された。ついで中学校の「国文」の内

容も、第一学年口承文学、第二学年中国文学の

影響、第三学年現代文学として定められ、「国

文」教育が徐々に整備されるようになった。

｢漢越」「越文」「国文」の科目名の意図と各々

の内容についてさらに確かめる必要があるが、

今後の課題としたい。

３．クォックグーの識字運動

ベトナムの共産主義者たちは、クォックグー

を民衆の識字化の視点から重視し、クォックグー

の普及に精力的に取り組んだ。1920年代後半か

ら始められた「プロレタリア化運動」では「夜

学運動」や「クォックグーを学ぶグループ」な

どが組織され、識字運動は革命運動の礎として

推進された。ホーチミンが1941年にベトナムに

帰国したとき最初にしたことも識字学級を組織

することであったという。1930年に成立したイ

ンドシナ共産党は、母国語による教育と非識字

状態の解消を方針として掲げている。

非識字者が総人口の大部分を占めていたとい

われる1930年代末のペトナムにおいて「クォッ

クグー普及会」が北堺ハノイで結成され（1938

年)、1944年には「南垳クオックグー普及会」

が成立した。フランス植民地当局は、日本によ

る日本語教育に対抗し、ベトナム人を懐柔する

ためにクォックグー普及運動の拡大を是灘した。
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時代、彼らは愚民政策をとった。彼らは学校

を新たに建設することを制限し、わが国民を

だまし、搾取しやすくするために、我々が字

を学ぶことを快く思わなかった。

未就学のベトナム人の数は国内の人口に比

べて95パーセント、つまり、殆どのベトナム

人は非識字者であった。そのような状況で、

どうして進歩することができるであろうか。

今日我々は独立を勝ち取ることができた。

今急いで実現しなければならない事業の一つ

は、国民の知的水準の向上である。

政府は一年以内を限度として、全ての人び

とがみなクォックグーを知らなければならな

いこととした。政府は、人民の学習を支援す

るために平民学務局を設立した。

ベトナム人民の皆さん、

独立を強固に維持したければ、

富国強民にしたければ、

すべてのベトナム人は、自分の権利、自分の

義務を理解し、国家を建設する事業に参加で

きるように新しい見識を持たなければならな

い。そして、何よりもまず、クォックグーを

読み書きできなければならない。

既に文字を知っている人びとは、まだ文字

を知らない人びとに教え、平民教育に協力し

て下さい。

まだ文字を知らない人びとは、努力して知

るために学ばなければならない。妻が知らな

ければ夫が教え、弟が知らなければ兄が教え、

父母が知らなければ子が教え、使用人が知ら

なければ主人が教え、生活に余裕のある人は

自分の家に学級を開き文字を知らない人びと

に教えなければならない。

女性の皆さんは、過去長い間、家庭に縛ら

れ進歩がなかったので、さらに学ぶ必要があ

る。今こそ皆さんは、自分が国における一樹

成分子にふさわしく、選挙権と被選挙権を持

つために、男性に追いつくために、努力しな

ければならない時である。

このことをどうか青年男女の皆さん、積極的

に自分の力で努力してください。

1945年10月

「クォックグー普及会」の教室では、アルファ

ベット順に教える方法ではなく、民衆に親しま

れている伝統的な口承文芸の形式を用いる教授

法が採られた。この方法は、独立以降のベトナ

ム民主共和国の識字運動でも採用された。民謡

の節にのせてつぎのように歌うのである。

「ｉとｔはふたつのカギよ、

ｉは短く点がつき、ｔは長くて交わるよ。

ｏは丸い卵のようで、

６は帽子をかぶっているし、

ｄは口ひげつけている。……」

民衆の口承文芸の土台に根ざした識字教育の教

授法としてユニークであり、注目される。（広

木（1975）参照｡）

「クォックグー普及会」は全34課の教科書

｢クォックグー」を編纂し、独立以降も識字運

動は「クォックグー普及会」の進め方が継承さ

れることとなった。

４．独立以降の母国語教育

1945年の八月革命によって植民地体制が打倒

され、９月２日ホーチミンが独立宣言を読み上

・げ、ベトナム民主共和国（いわゆる北ベトナム）

が樹立された。が、1946年12月には再植民地化

をねらうフランスとの戦争に突入しなければな

らず（第一次インドシナ戦争、1954年終結)、

独立の維持は困難を極めた。

独立直後、ベトナム民主共和国政府は日本軍

の米略奪による深刻な飢餓への対策とともに、

識字運動を喫緊の課題として最優先して取り組

んだ。また大学をも含む全ての学校で、教室で

の使用言語はベトナム語とされた。1945年９月、

識字運動に関する布告が次々と出され、平民学

務局の設立や農民と労働者のための夜間の学級

の設立、１年以内に８歳以上の人は全てクォッ

クグーの読み書きができなければならないなど

が定められた。

1945年10月、ホーチミンは識字運動のアピー

ルを出した。全文を掲げる。注

ベトナム国民の皆さん、

かつて、フランスが我が国を統治していた
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を踏まえ、さらにその意義を検討することが必

要であろう。

ホーチミン

内面的にも被植民化された状態を意識化する手

段として識字の意義があること、独立を維持し

新たな国づくりに向け国民意識を形成する教育

と識字運動が一体であった事情がよく伝わって

くる。この呼びかけを受け、1946年憲法18条で

は「被選挙人は選挙権を有す人でなければなら

ず、２１歳以上で、クォックグーの読み書きを知

らなければならない」と規定された。

「クォックグー普及会」の教科書「クォック

グー」は、新たな国づくりに向け改編されて用

いられ、「わが国は自由」（11課)、「革命はわが

人民に自由・幸福をもたらした」（30課)、「わ

が国は民主共和国。誰でも国会に選ばれる。頑

張って次を習い、投票用紙に書けるようにしよ

う」（33課）などが加えられた。識字運動のた

めにあらゆる工夫がなされたが、クォックグー

の読み書きが出来ない人は、むら（社）が割巷

する公田の分配分を失うなど時に強制的手段が

採られることもあったという。

第一次インドシナ戦争の勃発によって、一時

的に識字運動は停滞を余儀なくされたが、「学

ぶことは抗戦することだ！」「字を知ってはじ

めて抗戦は勝利できる！」などのスローガンに

よってさらに識字運動は推進され、1959年頃に

は平野部でほぼ非識字者がいなくなり、1965年

には山岳地方低地部における少数民族の非識字

状態が基本的に完了したと宣言されるに至った。

他のアジア諸国に比べたとき、今日においても

ベトナムの識字率は高いとされるが、ストリー

トチルドレンの増加など社会矛盾によって非識

字状態に置かれた人びとは決して少なくはない

だろう。識字運動の伝統を踏まえ、今日の識字

教育の現況については、次の課題としたい。

広木（1975）は、こうしたベトナム民主共和

国の識字運動について「民族自決権主張の不可

分の構成部分である民族の教育権の具体的実践

であるという自覚に支えられた国民教育建設の

運動であったといって良いであろう」と国民教

育の観点から評価を行っている。Ｐ・フレイレ

らによる第三世界における識字教育思想の深化

５．ベトナム民主共和国の少数民族への言語政

策

ベトナム民主共和国および南北統一後のベト

ナム社会主義共和国の言語政策として注目され

るのは、一貫して少数民族固有の言語を尊重す

る言語政策をとってきたことである。

ベトナムでは、多数民族キン族の他に53の少

数民族が存在し、少数民族の民族語の尊重を言

語教育の基本方針として掲げつつ、共通語とし

てのベトナム語の「純粋化」と「基準化」を押

し進めてきた。

ベトナム民主共和国の1959年憲法では「各民

族は風俗習慣を維持または改善し、話し言葉、

文字をもちいて自己の民族文化を発展させる権

利を有す｡」の一文があり、ベトナム社会主義

挙和国の1980年憲法では「各民族は話し言葉、

文字を用いて、自己のよき風俗、習慣、伝統、

文化を維持し発揮する権利を有す｡｣、1992年憲

法５条では「各民族は話し言葉、文字を用いて、

民族的特色を維持し、自己のよき風俗、習慣、

伝統と文化を発揮する権利を有す｡」と定めら

れている。1980年には少数民族の文字に関する

政府決定が出され、まだ文字を持っていない民

族は、ローマ字表記の文字をつくるよう援助を

受けることができると定められた。

学校における民族語の使用についても、１９５２

年党政治局で「すでに文字のある少数民族はそ

の文字を用いて初等クラス（普通学校の小学校

レベル）において学校で教える。固有の文字の

ない民族に対してはクォックグーの文字を用い

て地方語を翻訳し、教える」という決議が出さ

れるなど積極的に位置づけられ、実際に民族語

文字を教えることは1956～57年頃から実施され

るようになったという。

民族語が尊重される一方、ベトナム語の共通

語化も推進され、1968年出された政府首相の指

示48号は、「見識を向上させ、文化を交流し、

共通の祖国意識を高めるために、共通の話し言

葉と文字を広めるのを重視しなければならない」
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及に力点が移っていく過程をとらえている。伊

藤（1999）は、これらの言語政策が少数民族側

にどのように受けとめられていたかについて、

実際にベトナム最大の少数民族タイー・ヌン族

が集住する地域でインタビュー調査を行い、

｢ベトナム国家の下で生きるための効率を優先

して、自分達の言語を教育の場で学ぶことに積

極的でない者が多い」との結果を導き出してい

る。少数民族の声をさらに深く聴きながら、他

地域・他民族についても伊藤の鯛査を検証する

必要があるだろう。

としている。1980年に出されたベトナム政府の

第53号決議第１項目は、「普通語とその文字は、

ベトナム国民共同体の共通の言語である。それ

は、全国の各地方、および各民族間のの不可欠

のコミュニケーション手段であり、各地方およ

び各民族が、経済、文化、科学技術などの面で

同等の発展をとげ、全人民の団結を強化し、諸

民族間の平等の権利を実現するのを助ける。し

たがって、すべてのベトナム公民は、普通語と

その文字を学習し使用する義務と権利を有して

いる｡」とベトナム語普及を強翻している。第

３項目では、「少数民族の居住区では、小学校

および成人学級初級課程で、民族語文字を普通

語文字とともに教育し、学習者が民族語文字を

理解するとともに、すみやかに普通語文字をマ

スターできるための有利な条件をつくる」とい

う２言語併用教育の原則が提示されている。

1991年８月に公布された小学教育普及法４条で

も「小学教育はベトナム語で行われる。各少数

民族は、小学教育を行うために、ベトナム語と

共に自分の民族の話し言葉と文字を使用する権

利を有す｡」とある。

古田（1991）は、ジュネーブ協定以降のベト

ナムの民族政策を第１期（1954～64年)、第Ⅱ

期（1965～78年)、第Ⅲ期（1978～89年）に分

け、第１期について「理念的には、初等教育に

おける母語教育の確立が指向されていたわけで

あるが、実際には民族語で教育を行える教員の

不足や民族語教材の不足などのために、母語教

育の普及には限界があり、学校教育の普及はお

もにペトナム語の普及に結びつく傾向が強かっ

た」と述べ、また第Ⅱ期の特色を「民族語の発

展という理念を（中略）包含しつつもベトナム

語の普及が言語政策の軸になったことは明確で

あろう｡」と述べている。さらに第Ⅲ期につい

ては、ベトナム語を賭民族の「共通語」として

発展させるという点で第Ⅱ期の政策を引き継ぎ

つつ、ベトナム語の「雑種性」こそその「純潔

性」の中身であるとする論点など「ベトナムを

構成している多元性を認めたうえでの統合を追

求する」特徴を持つと指摘し、理念的には母語

教育の確立を指向しつつ次第にベトナム語の晋

６．課題

以上の歴史を踏まえ、今後日越比較国語教育

研究を進めていく上で深めるべき課題をあげて

おきたい。

(1)日本では帝国の思想と不可分に「国語」概

念を発展させ、帝国が崩壊した第二次世界大戦

以降も「単一民族国家」幻想に支えられながら

｢国語の思想」（イ・ヨンスク）を長く維持して

きた。一方、ベトナムでは被植民化から独立を

勝ち取る過程で、当初はフランス支配の道具と

された「クォックグーQu6cNgU'（国語)」

の意義がとらえかえされ、また「クォックヴァ

ンＱｕ６ｃＶａｎ（国文)」教育が整備されていっ

た。帝国のものとは異なる「国語の思想」を育

んできたといえるだろう。各々の「国語」ない

し「国文」概念を比較し、「国民」形成との関

わりをさらに明らかにする必要があるとともに、

呼称の問題にとどまらず、言語教育の教育内容

に立ち入ってその「国語の思想」を検討する必

要があるだろう。（教科書の考察を行う本研究

は、この端緒として位置づく｡）

(2)クォックグーは、言文一致に近い表記を可

能とした表記法である。このクォックグーによっ

てベトナム民主共和国およびベトナム社会主義

共和国では、精力的に識字運動に取り組んでき

た。日本における戦後「国民教育」運動におけ

る言語教育の主要な関心と比較するとき、どん

なことが浮かびあがってくるだろうか。また先

に述べたように第三世界の教育思想家によって

識字教育の思想と方法とが深められてきた今日、
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ベトナムにおける識字運動に託されてきた願い

やその方法、あり方等について、さらに考察を

深める必要があるだろう。

(3)日本では「国語の思想」のもと民族語や地

域語を抑圧し、その尊重に長く無自覚でありつ

づけてきた。一方５．で見たように、ベトナム

では少数民族の民族語の尊重の方針を掲げ、少

数民族の文字の創造にも取り組み、学校教育に

おいても民族語の教育を位置づけてきた。今後、

ベトナムの言語教育、とりわけ少数民族の住む

地域における言語教育の現場の具体に立ち入っ

て、その意義と課題・問題点を考察する必要が

あるだろう。このような歩みと課題をふりかえ

ることによって、多言語多文化時代を展望する

日本の言語教育への示唆も見出されえよう。

アー歴史と文化』２４号、１９９５

岩月純一「『ベトナム語意識』における『漢字

／漢文』の位置について｣、『ことばと社会』

１号、１９９９

岩月純一「ベトナムにおける『近代的』漢文教

育についての一考察｣、木村汎他編『日本・

ベトナム関係を学ぶ人のために』世界思想社、

200O

伊藤正子「社会主義国家の少数民族語政策一ベ

トナムのタイー・ヌン語の場合｣、『ことばと

社会』２号、三元社、１９９９

第３章．入門期「国語」教科書の考察

本章では、日本における文部科学省に相当す

る教育人材育成省(ＢｏＧＩＡＯＤＵＣＶＡＤＡＯ

ｍｏ）が発行し、ベトナム全土の小学校で現在

用いられている１年生用教科書『Ti6ngVi§ｔ

ｌｔａｐｍ･ｔｃｈＵ,ｃａｉｖａｖＡｎ』（『ベトナ
ム語１第１巻文字と韻』2000年発行）およ

び『Ti6ngVietltQphaivAn‐ｔａｐ

ｄ９ｃ』（『ベトナム語１第２巻韻と読み方
の練習』2000年発行）を対象とし、入門期「国

語」教科書のあり方について考察したい。

<注〉

Ｈ６ＣｈｌＭｉｎｈ、ⅡCHONGNANTHAT

H9C（無学をなくすために）Ⅲ１，１９４５年10月

４日，1Ｈ６ｃＨｉＭＩＮＨＴｏＡＮＩＹＩＰ４
Ｃ

(ホーチミン全集４巻)''，ＮＨＡｘｕＡＴ

ＢＡＮｃＨｉＮＨＴＲＩＱｕＯｃＧＩＡＨＡ
Ｎ６Ｉ‐2002.36-37頁．（那須泉訳）
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１．科目名について

ベトナムの「普通学校」は、小学校１～５年、

中学校６～９年、高等学校10～12年からなる。

1995年現在の小学校のカリキュラムをあげてお

く。注

小学校の各教科と週当たり授業時間数（1995）年現在

１単位時間は40分。
上記の教科以外に．教科外活動として集団活動、テーマ学
習、趣味活動、国旗敬礼、クラブ活動の時間が設定されて
いる。

１．

２．
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第１学年 第2学年 第３学年 第4学年 第5学年

ベトナム語

数学

道徳

自然･社会

労働

芸術

保健･体育

⑫
９
１
１
１
２
２

皿
４
１
１
２
２
２

、
５
１
１
２
２
２

８
５
１
２
３
２
２

８
５
１
２
３
２
２

計 2８ 2２ 2３ 2３ 2３



｢Ti6ngViet（ベトナム語)」となったか、

独立と国民意識の形成との関わりからさらに深

めたいが、次の課題としたい。

く性〉文部省編『諸外国の教育事情一アジア・

オセアニア・アフリカ』1996年

今日、日本における「国語」に相当する科目

は、小・中・高等学校課程とも「Ti6ngViet
(ベトナム語)」という科目名となっている。こ

こで、「国語」をペトナム語読みした「qu6c

ngul」と「ti6ng」の意味内容の相違を確認し

ておく。

ベトナム語辞典を繕くと、「qu6cngCli」の

項は「１（id.）Ｔｉ６ｎｇｎ６ｉｃｈｕｎｇｃｕａｃａ
？？

､u'6,ｃ、２（kng.）ChTi'qu6cngU,（n6it5it)」

（「１（稀に用いられる）わが国の話し言葉。

２（口語）国語の文字（省略形)」）とある

(Vienng6nngU1h9c編『TU1Di8nTi6ng
Viet』）。越英辞典には、「thephonetic

remderingofVietnameseintotheRoman

alphabet；Latin-basedphoneticinwhich

Vietnameseinwritten，romanaized

script，nationallanguage，Roman

alphabetusedasofficialwritingsystem

inVitnamese;」（ＢｕｉＰｈｕｎｇ編『TUDi6n

Viet-Anh』）とある。以上より、「qu6cngU0」

は日本の「国語」（わが国の言葉）とほぼ同様

の意味内容で使われる場合もあるが、一般には

ベトナム語をローマ字表記した文字体系を指す

ととらえられるだろう。一方、「ti6ng」は

「Ｎｇ６ｎｎｇＣｒ」（前掲『Tn1Di8nTi6ng

Viet』）とあり、広く言語一般を指す。

科目名が「Ti6ngViet（ベトナム語)」となっ

ているのは、副題が「cｈｔｆｃｄｉｖｄｖＡｎ（文

字と韻)」となっていることからもわかるよう

に、文字のみならず話し言葉の領域も含みこん

だ内容となっているためと考えられる。さらに

いうならば、日本における「国語」は単一民族

幻想のもと国民共同体を自明の前提とし、ある

種空気のように存在する概念としてあるが、ベ

トナムは多民族国家であり、ベトナム語を相対

化する意識も働いたうえでのことなのか。例え

ば現在私の手元にある1957年発行の小学校５年

生の教科書は「Qu6cVan（国文)」という科

目名となっているが、いつ頃なぜ科目名が

２．内容について

副題「文字と韻」（第１巻）「韻と読み方の練

習」（第２巻）に、この教科書の内容が端的に

表現されているといえよう。とくに目次はない

が、項目毎に内容を整理すると以下のようにな

る。

①声調（１～７課）

ｏａｃｄｄの５つの文字と、それぞれ６つ

の声調について学ぶ。

例として５課と６課をあげる。（）内は日

本語訳である。このように子どもたちの身近な

風物をとりあげ、単語単位で示し、文字表記と

発音を対応させる学習が位極づけられている。

BＡｉ５

。。

霞
｡｡，｡｡(かばん）ぬｿ丸(ｶﾞｼﾞｭﾏﾙ）
。｡ｄｂｑ

王壬

囹屋=
③■

玉ヨ壬
￣■￣■'■■￣Ｃ－ｏｏ●の｡。?△■￣ＣＯｐＰ－－－ＤＰ･ｍＦｐ－■'■■■－.■■－－－｡一・つ,■■－－－－－

曲ｄｏ,ｄｏ`ｄｏ。q`ｄ６`“
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Bai6

D6uh6i-D6ungd-D6unmg
Bａｉ３３

ｃｈｌｉｉ鱈Hｆ篭識壼 ､

■〆

‘

､go(たおれる)Ｃ９(しゆる）
｡

Ｃ◎（環[）

蕊
ｃｈ６ｘｄ（毛深い犬）

ｃｈ６

ｃｈ

＝系＝
①、○
マー ｇ￣

￣

ｄｉｃｈＯ
（市場に行く）

●、ｂＣ６ｎｈｄＣｌｂｍＯａｃｈＯｖ６
（子どもがお家で､お母さんが市墹から帰ってくるのを待っている）

回

＝5扁二5扇房

～’？・・

同｢－１｢~]｢￣]｢￣1ｍ
●

●■ 一 色 ｃｈｑｃｈｏ`ch6,cho

che`Che`ｃｈＬｃｈｕ,chu

ch6dchIjmlJchq■●■●さ=＝＝~＝￣●■■P－－－－－－■●､－－Ｃ■－－■■⑤－つF

曲ｄｏ,ｄ6,.6`ｄ6,.6,.･
ｄｏｄ６,ｄｏ

があるといえるだろう。第１章で述べられてい

るように、ベトナムは「詩と竹の国」と表され、

日常の会話や文章においても韻律が重んじられ

る。入門期の段階から、このような韻律を意識

した作文に慣れさせようとする意図が強く働い

ているといえるだろう。

（ａｎａｎ8ｍ）（ｏｎ６ｎｄｎ）（ｅｎｅｎ）

（ｉｎ）（ｕ、）

（ａｍａｍ）（ｏｍ６ｍ６ｍ）（ｅｍ６ｍ）

（ｉｍｘｕｍ）

（ａｉａｙｄｙ）（ｏｉＯｉｏｉ）（ｕｉｕｉｉ）

（ａｏｅｏ）（ｉｕｕｏｕ）（ａｕＳｉｕ）（ｅｕ）

（ａｃｉｉｃ９ｃ）（ｏｃ６ｃ）（ｕｃｕＩｃ）

（ａｔ乱註）（ｏｔ６ｔｏ,ｔ）（ｅｔｅｔｉｔ

）（ｕｔｕＩｔ）

（ａｐａｐａｐ）（ｏｐ６ｐｄｐ）（ｅｐｅｐ）

（ｉｐｕｐ）

（ａｎｈｅｎｈｉｎｈ）（ａｃｈｅｃｈｉｃｈ）

（ａｎｇｅｎｇ）（ａｎｇａｎｇ）（ｏｎｇ６ｎｇ）

（ｕｎｇＵｎｇ）

（ｉａｕａｕ`ａ）（ｉｅｃｉｅｐ）（ｌｅｎｙｅｎ）

（ｉｅｍｙｅｍ）

（ｉ６ｕｙｅｕ）（ｉｅｔｙ６ｔ）（iengy6ng）

②母音・子音の発音と文字（８課-41課）

つぎのグループ毎に母音・子音の発音の区別

とそれに対応した文字表記を学習していく。ベ

トナム語においては、子音・母音と声調の組み

合わせによって、意味がすべて異なってくる。

その組み合わせによる違いを意識させることが、

このユニットの主なねらいとなるであろう。各

ユニット毎に復習が位置づけられている。

（６ＣＤ（ｅｅ）（ｉｔ）

（ｎｍ）（ｕｕ，）(ｙ（i)）（１）（ｂ）

（ｖ）（ｈ）（ｋｋｈ）（ｒ）

（ｘ）（ｓ）（ｇｇｈ）（ｇｉ）

（、ｇ）（ngh）（ｎｈ）（ｔｈ）

（ｃｈｘｔｒ）（ｑｑｕ）（ｐｐｈ）

最初のグループの（ｉｔ）より単語の例と

ともに簡単な文単位の例文が登場する。次第に

語数の多い文となっていく。

３３課（ch）の項をあげてみる。一文に、同

じ子音と異なる母音を持つ語が必ず入っている。

③音韻（第１巻42-80課、第２巻81-125課）

注

音韻の学習に多くの頁が割かれていることに、

ベトナムの入門期「国語」教科書の大きな特色

－１５９－
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ＴｈＡｙｃ６ｖｕｉｖ６・

ホーおじさん（注ホーチミン）が教えてくれ

たことを守ろう。

一生懸命勉強して、お手伝いをしよう。

そうすればお父さん、お母さんにほめられるし、

先生たちもよろこぶよ。

（ｕ６ｉｕ６ｍ）（ｕ６ｃｕ６ｔ）（ｕ６ｎｕ６ｎｇ）

（ＵＯ'ｉＵ'0,Ｕ）（Ｕ,OoCUoO'ｔ）（Ｕ'ｄｍ

ｕ'o'ｐ）（ｕ,ｏ０ｎｕ,dng）

（ｏａｏｅ）（ｏａｉｏａｎ）（ｏａｃｏａｔ）（ｏａｎｏ

ａｔｏａｎｇ）（ｏａｎｈｏａｃｈｏａｎｇ）

（ｕｅｕｙｕｏ'）（ｕ且ｎｕａｔｕＡｙ）

（ｕｙｅｎｕｙｅｔ）

音韻学習のためのいくつかの例文および訳をあ

げる。

Ｍ，ｔｔｒ６`ｉｌｅｎＡｍｄＡｔｑｕｅｔａ

Ｔｈ６ｎｘ６ｍｖｕｉｃＡｙｃａｙｇ｡ｔｈａ1．
お日さまがわたしたちのふるさとにあたたかく

のぼる

村は、楽しそうに収穣作業をする。

Ｌａｎｃｈｏｎｇａｎａｎｇｕｉｎ・Bblkhen

Lan・

ランはあひるにみみずを食べさせた。おばあさ

んにほめられた。 Ｃ６ｔｃ５ｃａｏｃｈ６ｔｖ６ｔ
●

ＰｈＡｎｐｈ４ｔｌａｃＯ，bay．
高い旗（国旗）

風にひらひらしている。

Ｔｈ６ｎｘ６ｍｄ且ｌｅｎ

Ｃｏ０ｍｃｈｌｎｔｈｏｉｍ

村にランプがついた。

がただよう。

雄n

langi6、

たきたてのごはんの香り

Ｔｒ６ｉｒｅｎｒ６ｔ

Ｔ６ｔｄ６ｎｒ６ｉ

Ｄａｏ，ｍａｉｎ６，

Ｔｈ４ｔｌａｖｕｉ…

お天気は寒くなり、

お正月が来るよ

桃の花が咲く

とても楽しいよ…

Ｔｈ６ｎｅｍｄ８ｉｍ６ｉｉ

Ｄ且ｃ６ｍＡｙｃａｙ

Ｒ６ｉｎｇａｙｍａｉｄＡｙ

Ｅｍｎｇ６ｉｃＡｍｌａｉ、

わたしの村が変わってきた。耕転機がある。近

い将来、わたしは運転する。

ＴｈＡｕ６ｉｔａｂＡｏｔｒＡｕｎａｙ，

ＴｒＡｕａｎｎｏｃ６ｔｒＡｕｃａｙｖ６ｉｔａ・

牛さん、聞いてね、

草をたくさん食べて、わたしといっしょに動い

てね（はたらいてね)。

Ｂ６ｏ,ｉ１Ｂ６ｄＱｙ

Ｄ６ｎｌ６０ｐＭＡｍｎｏｎ

ＣｏｎｔｒＡｕｔａｉｖＡｉ

Ｃｏｎｇａｍａｏｓｏｎ

Ｄ６ｕｄｉｃＡｒ６ｉ

Ｂ６６ｉｍａｕｄ４ｙ１

ねえ、起きて１

幼稚園に行かなきゃ。

水牛の耳が揺れているよ

Ｍａｃｇｉ６ｎｄｉｄ６ｏｃａｏ

ＱｕＡｎｄｉｎｈｕ,th21ccMhy・
山がいくら高くても、風がどんなに強く吹いて

も

軍隊は、滝が流れるように歩いていく。

赤いとさかのにわとりも鳴いているよ

みんなもう起きたよ

ねえ、起きて！

Nh6’16,ｉＢａｃｄ９ｙ：

Chdmh9c，ｃｈｉｉｍｌａｍ

Ｂ６ｍｅｄ６ｕｋｈｅｎ
●

Ｄｏｉｄ６ｐｄｏ'ｎｓｏ'，

卿Ｄ６ｉｄ６ｐＢＡｃＨ６ｍ０，

－１６０－



ＤａＣＩｉｋｈ５１ｐｎ６ｏｑｕｅｎｈａＢｄｃｏｏｉ１
ホーおじさんのサンダル（注タイヤから作っ

た簡易サンダル）は、

田舎のどんなところにも行けるよ。

Ｎａｍｄｉ６ｕＢＡｃＨ６ｄＱｙ：
‐YeuT6qu6qyeud6ngbao

-H9ct4pt6t,lao“ngt6t
-Doank6tt6t,ｋｌｌｕＡｔｔ６ｔ

‐GiUⅢglnvesinhthfitt6t

-Khiemt6n,t塊tthadClngcAm
ホーおじさんの五つの教え

・国を愛し、国民を愛すること

.良く学び、良く働くこと

.仲良くし、規則を守ること

．ひかえめで、正直で、勇敢であること

Ｂｄｐｓｅｎｎｈ６

Ｂｅｎｂ５ａｏ

Ｎｈｕ，ｔａｙｂ６

Ｖａｙｔｒ６ｍｉｃａｏ・

小さな蓮の蕾が咲いたよ

池のほとりに

子どもの手のように

空を仰いでいる。 ③読み方の練習（第２巻９１

読み方の練習として、３６の

いる。いずれも、既にある文

る゜目次をあげる。

１．僕の学校

２．新しい教科書

３．先生が教える

４．小鳥が勉強に励む

５．子どもたちに贈る

６．クワデーサー

７．月光を浴びて

８．学校へ行こう

９．２匹の羊

１０．頭のいいカラス

１１．お母さんの手

１２．ハンモック

13．郵便配達のおじさん

１４．川はぜ

１５．太ったねずみ

１６．おばあさんと孫

１７．おもちゃ作り

１８．家族のこころ

１９．お母さんが帰ってきた

２０．赤ちゃんとバラ

２１．僕は夏が大好き

２２．ひばり

２３．僕のふるさと

２４．雨の後に

２５．友達

２６．工場

第２巻91-138頁）

して、３６の文章が収められて

既にある文章から採られていTrungthutrangsangnhu1guoo'ｎｇ

ＢａｃＨ６ｎｇＡｍｃＡｎｈｎｈ６，thub'ngnhi

d6ng，

中秋のお月様はまるで鏡のよう

ホーおじさんは、お月様をながめながら

子どもたちに想いをはせる。

音韻学習の最後に、以下の二つの文章（－つ

は詩）が復習として掲げられている。

Trangsang

SannhaemsAngqua，

Nh61anhtrAngsangngb'i，

Trangtrbnnhu1caidTa

Lo'ｌｄＩｎｇｍａｋｈ６ｎｇｒｏ'i、

NhClIngh6mnaotrangkhuy6t

Tr6nggi6ngconthuy6ntrOi

Emditrdnｇｔｈｅｏｂｕ１６ｉｃ

Ｎｈｕ，mu6nctmgdicho'i、

明るいお月様

私のお庭はすごく明るい

お月様が照らしくれるおかげ

まあるいお月様はお皿のよう

お空に浮かんでるけど落ちてこない

三日月のかたちはお空に浮いた船みたい

お月様は一緒に遊びたいように私の後に

ついてくる
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見える。美しいタイグエン

ケーさん

キツツキ

お月様が僕の家の庭を照らす

鉱山見学

カニのお目覚め

デルタの朝

ヴォーティサオさん

農民と熊

１年生へ贈る言葉

●
●
●
●
●
●
●
●
●
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（
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ｍ
》
、
玉
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）
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》

11．お母さんの手。

赤ちゃんは長い間お母さんの柔らかい手で育

てられる。

僕達が食べるご飯はお母さんの手で作られる。

僕達の飲む水は、お母さんの手で井戸から引

き上げられ、沸かされる。

暑い日にはお母さんの手で扇がれる団扇で涼

しくしてもらって僕達は眠りにつく。

寒い日にはお母さんの手で暖めてもらう。

いくつかの訳をあげる。

16．おばあさんと孫

お母さんがジェウトゥーに1冊の本を持って

きた。「おまえが小さかった頃、おばあさん

がいつもお話を聞かせてくれたんだよ。今お

まえは大きくなって本も読めるし字も書ける。

おばあさんに本を読んで聞かせておあげ｡」

ジェウトゥーはおばあさんのところににじり

寄って、「おばあさんここに座ってわたしが

お話を聞かせてあげる｡」

１．僕の学校。

僕の学校は真っ赤な瓦。

緑一色の水田の中でひときわ目立つ。

風が稲穂をざわざわと揺らす。

学校へ向かう僕にあいさつをしてくれている。

２．新しい本

今日先生はクィンに新しい本「ベトナム語Ｉ」

を配りました。

クィンは教室を飛び出して急いで家に帰り、

おばあちゃんとお姉さんに本を開いて見せま

した。新品の本紙の匂い、きれいな挿し絵…。

19．お母さんが帰ってきた

あ１お母さんが帰ってきたＩ

フォンとハーは声をあげて玄関までお母さん

を迎えに行った。お母さんはお米を担いで帰っ

てきた。お母さんの服は汗でびっしょりで、

顔は真っ赤…。

ハーはおうちに駆け込んで団扇を取って尋ね

た。「お母さん疲れた？どうしてこんなに重

いものを担いでくるの？お母さん座って。団

扇であおいであげる｡」

５．子どもたちに贈る

このノートは、みんなからの贈り物だよ。

君たちが一生懸命勉強して

将来国の力になるように

というみんなからの思いがこめられているん

だよ。（ホーチミン）

６．クワデーサー

校庭の真ん中に大きなクワデーサーが植わっ

ている。

冬は、葉っぱがすっかり落ちた細い枝が伸び

ている。

春になると枝いつぱいに新芽が吹き出す。

夏は緑の葉っぱが校庭を覆って涼しくしてく

れる

秋になると熟した黄色い実が葉っぱの間から

26．工場

工場を見に行った。

街の郊外で自動車を修理している。

できたばかりの工場。

きちんと並んだいろいろな機械。

ゾーゾーと回っている。

ヒッヒッと音がなる。

シューシューと煙を吹き上げ。

ゴーゴーと鉄を溶かす。
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騒々しいけど整然と機械は動いている。 つ゜

〈注〉課の番号Iま、１巻・２巻通しとなってい

る。28.ケ_さん

ある夏の日の午後、ケーさんは人に頼んで泉

から水を担いできてもらった。水が澄むのを

待って掬いあげた。それからケーさんは子供

たちを連れてきた。ケーさんは自分で水を掬っ

て子供たち一人一人にかけて身体をきれいに

してあげた。

ケーさんとは、わたしたちが敬愛するホーお

じさんでした。

第４章．入門期におけるベトナムの「国

語」教科書の研究

はじめに

この章では、日本とベトナムの「国語」教科

書の比較研究の一環として、入門期の「国語」

教科書について取り上げ、日本の「国語」教科

書との比較を通じてベトナムの「国語」教科書

の特徴（言語観、言語教育観、教科書観）につ

いて検討しようとするものである。このような

日本とペトナムの「国語」教科書についての比

較研究は、これまで行われてこなかった。その

理由は、いろいろ考えられるが、語学や資料的

な制約が多いからであろう。我々の共同研究も

ベトナムからＤ６ｎｇＴｈｊＴｈｕＨａという留
学生を迎えたということが契機になっているが、

那須泉という優秀なベトナム語の講師との出会

いがなければ具体化しなかった。彼がたびたび

ベトナムに渡り、古書店でベトナム語の教科書

を購入して提供してくれたことで資料の問題が

解決した。また、彼は、文献を翻訳してくれる

と同時に、ベトナム語を理解する手ほどきをし

てくれた。我々の共同研究はこのような条件が

ととのっていたので日越「国語」教科書の比較

研究にも着手できたが、ベトナム語を学ぶ機会

が少ない日本の大学の実情からすればベトナム

の教育を研究する人数も限定されてしまい、こ

のようなテーマについての先行研究がないこと

も理解されよう。、

本研究の資料として使用する日本の「国語」

教科書は、2001年１月20日に検定済みとなり、

2002年度から全国の小学校で数多く使用されて

いる、光村図書の『こくご－ねん（上）かざ

ぐるま」（以下、『こくご１上』と称する｡）で

ある。ベトナムの「国語」教科書は、第三章で

紹介している『Ｔｉ６ｈｇＶｉｅｔｌＴＡＰ

ＭＯＴＣｈＵｃＡｉｖａＶＡｎ』（『ベトナム語１

１課文字と韻』、以下『ベトナム語１／１』

以上の例文から読みとられることを、簡単で

はあるがまとめる。

例文の内容は子どもの生活に根ざし、その発

達段階を配慮したものとなっているが、基本的

には子どもの側の論理より言語の側の論理＝声

調・母音・子音・音韻の体系が優先された構成

となっているといえよう。また、農村風景や労

働を基本とし、お手伝いを奨励したり、目上の

人を尊ぶなど儒教道徳が感じられる内容が多い。

｢お父さん」より「お母さん」をテーマとした

ものが多いのは、ベトナム社会における女性の

位霞を反映したものであろうか。詩は位極づけ

られているが、物語がないことも注目される。

日本に比べ、ベトナムでは未だ児童文学のジャ

ンルが充分確立されていないためであろうか。

今後の課題としたい。

「わたしの村が変わってきた。耕転機がある。

近い将来、わたしは運転する｡」や「できたば

かりの工場」が登場する例文からは、ドイモイ

政策下工業化・近代化を担う人材づくり＝国民

形成をめざす「発展途上国」の「今」がうかが

える。また入門期からホーおじさん＝ベトナム

独立建国の父ホーチミンへの親しみや尊敬を呼

び起こす例文が計６つ、国旗や軍隊に関する例

文が各々位図づけられており、ベトナム国民と

しての意識形成のねらいがベトナム語学習の中

で強く意識されていることがうかがえる。独立

建国としての国民形成から「発展」を担う国民

形成へ、その２種が混然一体となった「国語の

思想」を本教科書に見ることができるといえよ
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（コトウ）族（３万7000人)、ジエチエン族

（２万7000人)、タオイ族（２万6000人)、

マ族（２万5000人)、．-族（２万3000人)、

チョロ族（１万５０００人）、シンムン族

（１万1000人)、カン族（4000人)、マン族

（2300人)、プラウ族（250人)、ロマム族

（250人)、オズ族（100人）

③タイ・ターイ系

タイ族（119万人)、ターイ族（104万人)、

ヌン族（７０万5000人)、サンチャイ族

（11万4000人)、ザイ族（３万8000人)、ラ

オ族（１万人)、ル族（3700人)、ボーイ－

族（1450人）

④モン・ザオ系

モン族（55万8000人)、ザオ族（47万4000

人)、パテン族（3700人）

⑤カダイ系

ラチー族（8000人)、コラオ族（1500人)、

ラハ族（1400人)、プペオ族（400人）

と称する｡）を使用する。『ベトナム語１／１』

は、ベトナム社会主義共和国の教育人材育成省

が発行し、ベトナム全土で小学校１年生用とし

て使用されている「国語」教科書である。両者

とも、比較検討する際の資料としては、全国的

に数多く使用されている教科書であるという意

味で妥当なものと考えられる。検討に際しては、

まず第一に多民族・多文化・多言語社会である

ペトナムにおいて、キン族の民族語であるベト

ナム語を他の民族の子ども達も学習するのはど

うしてかということを確認するためにベトナム

社会におけるベトナム語の位置を把握し、次に

『ベトナム語１／１』と『こくごｌ上』を

比較し、ベトナムの「国語」教科書の特徴を言

語観や言語教育観、教科書観と合わせて検討し

ていく。

１．ベトナム社会におけるベトナム霞の位置

ベトナムは、多民族・多文化・多言語社会で

ある。５４の民族に分かれ、それぞれの民族が独

自の民族語を有している。と同時に、文化面に

おいても、民族のルーツの違い、同じ民族でも

中国文化の影響の有無、宗教の違いなどがあり、

それらが民族の文化にも及んで各民族の文化の

多様性を作り出している。ここではまず、この

節のテーマを考察するために、ベトナムの民族

や民族韻の実態を人口を含めて確認しておこう。

1989年段階のデータであるが、各民族の系統・

民族名・人口は次のとおりである。

(2)オーストロネシア語族

ザライ族（24万200人)、エデ族（19万5000

人)、チヤム族（９万9000人)、ラグライ族

（７万2000人)、チュール-族（１万1000人）

(3)シナ・チベット語族

①漢系

ホア（華人）族（90万人)、サンジウ族

（９万4630人)、ガイ族（1200人）

②チベット・ビルマ系

ハニ族（１万2500人)、フーラー族（6500

人)、ラフ一族（5400人)、ロロ族（3200人)、

コン族（1300人)、シラ族（600人）

(1)オーストロアジア語族

①ペト・ムオン系

キン族（6500万人)虹ムオン族（91万4000

人)、トー族（５万1000人)、チュット族

（2400人）

②モン・クメール系

クメール族（89万5000人)、パナ族（13万

7000人)、ソダン族（９万7000人)、プレ族

（９万4000人)、チョホロホ）族（９万

2000人)、ムノン族（６万7000人)、ステイ

エン族（５万人)、コム族（４万3000人)、

プルヴァンキエウ族（４万人)、チョトゥ

以上の54の民族の人口比からも分かるように、

キン族が圧倒的多数を占めている。この傾向は、

1999年の調査においても変わらず、ベトナムの

総人口約7600万人のうちキン族が占める割合が

約90パーセントである。ベトナム語は、このよ

うに圧倒的な人口を有するキン族の民族語であ

る。政治・経済・文化などの領域におけるキン

族の勢力の大きさもあり、各民族間のコミュニ
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ケーションの手段として政治的にも位髄づけら

れ、「ベトナム民族共通の一般的な言語」（ホア

ンヴァンハイン）と見なされている。そのこと

をベトナム社会主義共和国の政府委員会第53／

ＣＰ号決定（1980年２月22日交布）は、次のよ

うに言う。

「普通語と普通文字はベトナム民族共通の一

般的な言語である。各民族や各地域が様々な分

野一一経済・文化・科学技術‘民族間の団結強

化・各民族が平等である権利の確立－で一様

Ｉご発展するために、それは相互の間で不可欠な

交流手段となる。したがって全てのベトナム国

民は普通語と普通文字を学習し使用する梅利と

義務があるわけである｡」

ここで言う「普通語」とはペトナム語のこと

であり、「普通文字」とはベトナム語をローマ

字表記したクォックグーのことである。このベ

トナム語とクォックグーが「ベトナム民族共通

の一般的な言語｣、つまり共通鰭としてベトナ

ムにおいては使用されるということである。多

くの民族を抱えるベトナムにおいて、各民族や

各地域の間の調整のために共通語が必要とされ

るのは、意志の疎通や政策遂行などの面からも

当然のことである。しかし、「様々な分野一

経済・文化・科学技術・民族間の団結強化・各

民族が平等である権利の確立一で一様に発展

するために」という理由だけでは、ベトナム語

とクォックグーを共通語にするには無理がある。

なぜならば、ベトナム語やクォックグーは、キ

ン族の民族語であり文字であるからである。こ

のことは、1992年に制定されたベトナム社会主

義共和国憲法の以下のような文言に抵触するの

ではないかという疑問を抱かせるものである。

「ベトナム社会主義共和国は、ベトナムの国

土で各民族が共生していく統一国家である。国

家は、各民族に対して平等な政策・民族間の相

互団結を推進し、民族差別や民族間の不和を厳

重に禁ずる。各民族は、言葉や文字を使う権利

を有し、民族の特質を保ちつつ秀でた風俗・習

慣・伝統・文化を発展継承することができる」

つまり、キン族という一民族の民族語である

ベトナム語とクォックグーを「ベトナム民族共

通語」として政治的に位圃づけることは、各民

族の言葉や文字を使用する権利を阻害し、民族

の差別や民族間の不和をまねかないかというこ

とである。しかし、このことについて他の民族

から不満があったという事実は確認されていな

い。それはなぜか。まず第一に「各民族は、言

葉や文字を使う権利を有し、民族の特質を保ち

つつ秀でた風俗・習慣・伝統・文化を発展継承

することができる」と、ベトナム社会主義共和

国憲法に記述されているからという理由が考え

られる。そして、憲法で保障されているだけで

なく、実際にベトナム語と各民族の民族語が同

時に使用できるようにするために、小学校教育

でバイリンガル教育が行われているのである。

各民族にとって、自分達の言葉や文字を学習し、

使用する権利が認められているのだから、特に

不満を抱く必要がなかった。こういう理由が考

えられるのである。第二の理由は、第一の理由

の根拠の一つとも考えられるが、ベトナム語が

ベトナム全土で共通語としてコミュニケーショ

ンの手段として使用されていたということであ

る。第三の理由は、ベトナム共産党及びベトナ

ム社会主義共和国などの言語政策により、ベト

ナム語とクォックグーヘの保謹があったという

ことである。「ベトナムにおける言語政策とそ

の状況にかかる諸問題一現状と展望」（ベト

ナム国家人文社会科学センター言語学学院編

『ベトナムにおける言語政策とその状況』２００１

年、社会科学出版社発行）を執錐したホアンヴァ

ンハインの文章は、第二と第三の理由に関わる

その辺の事情を次のように伝えている。

「確固たる方針を持ってベトナム語を保讃し

発展させた。つまり、植民地時代には排斥され

た一言語の地位から（当時は日常会話で使われ

る程度か、学校でも正規の科目としては教えら

れていなかった）国家組織の全ての業務で正式

に使用される言語となった。と同時に、フラン

ス語に代わって小学校から大学までの学校教育

と社会に出てから使用する言語となった。そし

て言語政策のおかげで、ベトナム語は独自の特

色と輝きを放ちだし、芸術文化や科学技術の活

動にとって欠かせない強力な道具となった。人々
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イモイ期の言語政策は、国語による国民の形成

という観点に加えて、ベトナムの工業化・近代

化への貢献という観点からも、ベトナム語の普

及浸透ということが主張されているという点で

ある。『ベトナムの人々』（海外職業訓練協会編、

2001年10月発行）の「第６章学校教育」の記

述によれば、工業化・近代化の要求に応えるた

めに基礎教育のレベルで打ち出されている具体

策として、「特に15歳から35歳までを対象に識

字を徹底させる。その他の年齢層に対しても識

字教育を行なう｡｣、「特に６歳から14歳までの

子供を対象に、全国で小学校教育の普及を基本

的に完成させる｡」などのことが計画されてい

る。ホアンヴァンハインも先の論文の中で、

｢言語に関して、ベトナム語は国家の言語であ

るという位憧づけをまず行なう必要があ」ると

した上で、「３言語政策上の主な方針」とし

て、「国家言語としてのベトナム語は、①各民

族間のコミュニケーション手段（普通語）とし

て、②国家機楢の業務や対外業務の正式な言語

として、③小学校から大学卒業までの学校での

言語として、④文化・科学・芸術等の活動にお

いて有益な道具として、基本的な機能を果たす

役割がある｡」と主張しているのである。これ

らの動きを考慮して言えば、ドイモイ政策の進

める国家の工業化・近代化に貢献するために、

ベトナム語の普及浸透をさらに図ったり、その

機能をさらに発揮させるためにベトナム語を国

家言語にすべきだと言うことであろう。そうだ

とすると、帝国日本にふさわしい国民の形成と

いう課題を背負った「国語の思想」とは異なる

｢国語の思想」が、ベトナムでは展開されてい

ると言うことになる。同時に、指摘できること

は、限定された資料からではあるが、ベトナム

の各少数民族の子ども達がベトナム語を学ぶこ

との背景に、彼らを人材として育成し、ドイモ

イ政策に総動員させようという国家的意図があ

るということである。そして、このことは各民

族や各地域において、一様に発展していく上で

必要なことだと考えられているのである。それ

では、以上のようなベトナム語の地位や事情は、

ベトナムの「国語」教科書にどのように反映し

が日常生活でまたはメディアを通じて接する言

葉の文化水準も明らかに高まった。これは、党．

国家・国民にとって奇跡とさえ言える｡」

つまり、植民地時代からすでに日常会話程度

であってもコミュニケーションの手段としてベ

トナム語が使用されていたのである。と同時に、

言語政策により公用語として使用されたり、学

校教育の中で使用されたりするなどして、ベト

ナム語の普及浸透が進んでいたのである。現実

にそのような状況がある以上、人口の約90パー

セントを占める人間が使用しているベトナム語

に代わるだけの言語を見いだすのは難しいだろ

う。また、さまざまな分野の書籍・文献なども

ベトナム語によるものが多いとすれば、統一国

家ベトナムの政治・経済・文化などの分け前に

均しく預かるためには、ベトナム語を学ばなけ

ればいけないということになる。政府委員会第

53／CP号決定で、「全てのベトナム国民は普通

語と普通文字を学習し使用する権利と義務があ

るわけである｡」とされたのは、そのことを意

味してのことだと考えられる。一方、そこでベ

トナム語を学習し使用する義務があるとされた

のは、多民族・多文化・多言語社会であるベト

ナムの統一性を確保するためであろう。同53／

CP号決定の中で民族間の団結強化のことも記

述されているが、そのことを示しているだろう。

また、ホアンヴァンハインは、先の論文の中で

工業化・近代化を推進するドイモイ（刷新）期

のベトナムの「言語政策において必ず実現しな

ければならない事項」の一つとして、国家概念

と国家意識の重要さを次のように指摘している

が、そのような認識からもベトナム語の学習と

使用の義務化の問題が出てきていることも考慮

する必要があるだろう。なぜなら、日本におい

て、「国語」を通じて帝国日本に相応しい国民

の形成がなされていたという歴史があるからで

ある。

「ベトナムは多民族・多文化．多言語を統一

する国家である。それゆえ国家概念と国家意識

は大変重要で各民族・国民の義務と権利の法的

基盤を確立する拠り所とならなければならない｡」

しかし、ここで注目しておきたいことは、ド
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ているだろうか。次に、日本の入門期の国語教

科書と比較して、ベトナムの入門期の「国語」

教科書の特徴を見ていくことにする。

進、「綜合的な学習の時間」の導入を行ったこ

との反映である。ベトナムの場合、そうした政

策がとられていないし、教えるべき内容がその

まま教科書に反映した結果、ページ数が日本の

ものよりかなり多いということなのであろう。

この分量を半年乃至一年の間にベトナムの子ど

も達がどのように消化しているのか、すぐには

分からない。この点は聞き取り調査などを通じ

今後明らかにしていきたい。

それでは次に、二つの教科書の内容を比較す

るために、まず目次構成がどうなっているか、

みてみよう。

『こくご１上』の目次は、次ページに示した

とおりである。

それでは、『ベトナム語１／１』の場合はど

うだろうか。第３章でも指摘しているが、特に

目次は示されていない。それで内容の面から判

断をして目次構成を示すと、①声調（１～７課)、

②母音・子音と文字（８～41課)、③音韻（４２

～80課）というようになっている。副題は、

｢文字と韻」となっており、光村の教科書の副

題「かざぐるま」のような文学的なものとは異

なっている。このような違いはどこから来るの

だろうか。それは、ベトナム語の特徴からきて

いることが考えられる。第１章で那須が指摘し

ているように、ベトナム語には６つの声調があ

る。そしてその発音の高低や長短に関係して意

味が全く異なるという特徴がある。たとえば、

｢ｍａ」という単語は幽霊という意味をもつが、

｢mii」というように早く鋭く上昇することを示

す声調の符号「￣」が付くと、それは母という

意味の単語になるのである。したがって、ベト

ナム語においては、声調をはっきりと区別して

発音しないと、言おうとする内容が相手に伝わ

らないので、それができるようになるための学

習に力を注ぐということになる。同様に、クォッ

クグーで表記する文字も声調の発音を意識して、

文字に付した声調の符号を区別して表記しなけ

ればならない.だから、文字と声調符号と発音

(母音や子音を含めた）に関する原則を入門期

に系統立てて学ばせるという教育方法をとるの

であろう。そうだとすれば、入門期の教科書で

２．入門期のベトナムの「国調教科書の特

徴

二つの教科書を比較してみると、日本の光村

図書出版の『こくご１上』はＡ５判サイズで、

『ベトナム語１／１』はＢ５判サイズである。

それゆえ、『こくご１上』の方が字のサイズや

挿絵も大きいので『ベトナム語１／１』よりも

読みやすいということができる。しかし、『ベ

トナム語ｌ／１』は、教科書のサイズが小さい

ために、光村の教科書よりも字や挿絵が相対的

に小さくなっているが、強調したい字を赤や青

や緑で印字したり、挿絵を光村の教科書と同様

ふんだんに盛り込むなどの工夫が見られる。表

紙も、光村の芸術性の高い表紙絵に対し、ベト

ナムのものは子どもを三人登場させてＡ、Ｂ、

Ｃの各文字をそれぞれに持たせる絵を表紙絵と

しており、入門期の教科書として子ども達がそ

の教科書に親しみを覚えるように配慮されてい

るといえるだろう。

使用されている紙の質に注目してみると、光

村のものはやや厚めの上質紙を使用し、『ベト

ナム語１／l』の方は中質紙を使用している。

本の取り扱いになれていない子ども達であるこ

とを考えると、手触りもよく厚での丈夫な紙の

教科書の方が入門期の教科書に相応しい。ベト

ナムで子供向けの出版物がどのようにして発行

されているのか不明であるが、この点は今後の

改善点の一つではないだろうか。経済面での向

上が見られた時に、この紙質の問題がどうなる

か注目したい。

次にページ数を確認してみると、『こくご１

上』は98ページ。『ベトナム語１／１」は124

ページである。ちなみに『国語１下』は94ペー

ジで、『ベトナム語１／２』は140ページである。

ベトナムの教科書の方が分量の面では光村のも

のより勝っている。これは、日本の場合2002年

度から完全実施された小学校の学習指導要領が、

週５日制の導入とそのもとでのゆとり教育の椎
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ある『ベトナム語１／１』においては、『こく

ご１上』のような多様な言語活動をとおしての

言語活動の能力の獲得は、文字と声調符号と発

音の力を渡得した後に、主に展開されるという

ことになるだろう。そうしなければ、言語活動

の能力を身につけ使用することができないから

である。そして以上のような『ベトナム語１／

ｕの学習は、系統学習の立場に立つものだと

言えるだろう。

一方そのような系統学習と異なる立場をとる

のは、言語活動主義と称される経験主義の学習

の立場である。そしてこの立場をとっているの

が、日本の現在の学習指導要領であり、それに

基づいて編集されているのが光村などの日本の

｢国語」教科書なのである。言語活動主義の学

習に求められているのは、質の高い言語活動で

あり、それを促す「必要」と「場」の設定であ

る。しかし、言語活動の経験から何を学ぶかは、

子どもと経験のあり様とその意味化に委ねられ

る。そのことが一面的に強調されると、言語的

事項と称される文法や語彙についての学習がお

ろそかになる｡そのことを意識してか、光村の

教科番でもひらがな、カタカナ、漢字の表記、

澗音や濁点などの表記と発音、一宇一昔の原則、

数と数え方など、言語事項に関する内容を言語

活動と結びつけるためにとりたてて指導しよう

としている。ベトナムの教科書の場合は、その

とりたてての指導をより徹底させた形で進めて

いるとみてよいだろう。

次に、教材の内容についてみてみよう。

『こくご１上』の中に「あそびにきてね」と

いうユニット（単元）がある。一ページに「あ

そびにきてね（うさぎの顔の絵が入っている）

より」、二ページに「おはよう」、四ページに

｢みえたようさぎさんのおうち」という言

葉があるだけで、七ページの絵本になっている。

この単元では、教師は子ども達に絵を見せなが

らいっぱい話をさせるだろう。そのことで、自

然に言葉とモノやことが対応していることを子

ども達は学ぶからである。この絵本のページに

は、ウサギ以外にゾウ、ブタ、ヤギ、サル、ク

マ、モグラ、ネズミといった動物が出てくる。
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それぞれの動物の絵とそれらの動物の名前を対

応させつつ、それらはそれぞれ姿形は違ってい

ても「動物」であるということを学んでいく。

木や花についても同様である。この他に、子ど

も達が知っている動物や木や花の名前を言わせ、

さらにそれらについて知っていることを言わせ

ることで、言葉の中身がよりいっそう豊かにな

るだろう。子ども達が生活をとおして身につけ

てきた言葉や意味を確認し、学級全体でそれら

を共有することがこの教材で行うことが出来る。

このような授業が行える教材が、『ベトナム語

ｌ／１」にあるかどうかみてみると、２～３ペー

ジのところに学校へ通う風景の絵があり、学校

で学べることの喜びを話させることはできそう

である。しかし、４つの雲と３羽の小鳥と５人

の年齢が異なる子どもと1人の母親らしき人物

が描かれているだけのシンプルな風景の絵から、

言葉をたくさん引き出すことは難しいように思

われる。ベトナムの教科書の場合は、光村のよ

うなやり方ではなく、モノやことと言葉を－対

一で対応させるようなやり方をとっているよう

に思われる。それは、言葉の意味をしっかりと

捉えさせようという意図からなのかもしれない。

また、「文字と韻」という副題があるところか

らも分かるように、言語的事項に関する指導が

ベトナムの場合中心になるので、教材の内容と

してはそのこと以外に、どんな単語が選択され

ているかが問題になる。その点で言えば、第３

章でも指摘しているように、ベトナム国民が敬

愛するホーチミン主席のことや軍隊のこと、国

旗のことを取り上げているのがまず注目される。

ベトナムが、統一国家であることを子ども達に

教えようとする意図がそこにはあるのだろう。

次に注目されるのは、車や船、ローラー車や

オートバイ、駅や飛行機、トラクターなど工業

化・近代化と結びつけることが出来る単語が示

されているということである。第１節で見てき

たように、ベトナム語の普及浸透と国家言語化

の背景に「国語の思想」とともに、ドイモイ政

策へ子ども達が成人したときに動員する意図が

あったということを指摘したが、このベトナム

の教科書の中にそのことを確認することができ

る。さらに言えば、ドイモイにも貢献できるよ

うな国民の資質として勤勉や勤労があげられて

おり、ドイモイの成功の暁にはリゾートでの生

活も可能であるという夢を子ども達に抱かせる

ような教材も散見される。学年が上昇した場合、

これらの問題がどのように現れるかは今後の課

題である。ここでは、ベトナムの教科書の特徴

として、入門期を意識してペトナム語の体系を

系統的に指導しようとしているということと、

子どもに興味や関心をもたせるために挿絵を多

く使用するなどの配慮があること、そして日本

の教科書と異なり国家とドイモイヘの意識を高

めるための工夫が単語の選択をとおしてなされ

ていること。以上のことが確認できるだろう。

おわりに

日本とベトナムの入門期の「国語」教科書の

比較をしてきた。その結果については、この章

の第二節の終わりの部分で確認しているのでこ

こでは繰り返さない。今後に残された課題とし

ては、高学年の場合や中等学校レベルでの教科

書の比較である。また、それらの教科書が入門

期のものも含めて、実際にどのように教えられ

ているか、子ども達から言えば、それを使って

どのような学習をしているか、を明らかにする

ことである。

なお、共同研究として、『両輪』（第39号、両

輪の会編、2003年発行）に、「『ベトナムにおけ

る言語政策とその状況」の紹介と解説」を、梶

村光郎・那須泉・村上呂里の三名で執筆してい

る。合わせて参照されたい。

－１６９－


